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さいたま市長年頭記者会見 

平成３０年１月５日（金曜日） 

午前１１時００分開会 

 

〇 進  行   定刻となりましたので、市長定例記者会見を始めさせていただきます。 

         それでは、記者クラブ幹事社の埼玉新聞さん、進行をよろしくお願いい

たします。 

〇 埼玉新聞   １月の幹事社を務めます埼玉新聞と申します。明けましておめでとうご

ざいます。本年もよろしくお願いいたします。 

         それでは、早速ですが、市長さんのほうから年頭挨拶をお願いします。 

 

〇 市  長   明けましておめでとうございます。 

         皆様には、お健やかに新年をお迎えのこととお喜びを申し上げます。旧

年中は、市政各般にわたりご理解、ご協力をいただき、誠にありがとうご

ざいました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

         さいたま市にとって、今年は平成１５年４月に政令指定都市に移行して

から１５周年の節目の年に当たります。人口は現在１２９万人を超え、人

口の増加数では全国の政令指定都市で第３位、企業の本社もこの１０年間

に６１社増加をし、これも政令指定都市で第３位を誇っております。 

         一昨年、民間のシンクタンクがまとめた「自治体幸福度ランキング」で

は、全国２０の政令指定都市で本市は幸福度一位の評価をいただくことが

できました。今日まで政令指定都市としての本市の発展を支えていただき

ました市民の皆様、企業や大学、ご関係各位に心から感謝を申し上げたい

と思います。 

         昨年を振り返りますと、４月には２８年振りに本市で「第８回世界盆栽

大会ｉｎさいたま」が開催されました。この大会では、内外から１１万

７，０００人に及ぶ来場者が本市にお越しになりました。「ＢＯＮＳＡＩ」

が世代や国境を越えた魅力を持つ本市の資産であることが改めて示され、

大宮盆栽の魅力を国内外に発信する大会となりました。 

         この大会の開催にあわせまして、大宮盆栽美術館では日本初の盆栽専門

の学習プログラムであります「さいたま国際盆栽アカデミー」を開講いた
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しました。 

         ５月には、さいたま市長選挙が行われました。市民の皆様の負託によっ

て、私にとって３期目の市長の任期をスタートすることができました。 

         ８月には、大宮駅周辺地域１３０ヘクタールが都市再生緊急整備地域に

指定されました。この指定は、国が一昨年に決定いたしました「首都圏広

域地方計画」において、本市が東日本の玄関口、東日本のヒト・モノ・情

報の対流拠点に位置づけられたことに続いて、大宮駅周辺のまちづくりや

大宮駅グランドセントラルステーション化構想、あるいは東日本連携の推

進などに大きな追い風となるものでございます。 

         １１月には、「２０１７ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム」や

「第３回さいたま国際マラソン」が多くの方々の熱意とご支援によって、

今年も大勢のご来場やご参加をいただき、開催されました。こうした盛り

上がりのほかにも、昨年はスポーツの分野でさいたま市ゆかりの選手やチ

ームが目覚ましい活躍をした年でもありました。 

         ８月には、さいたま市出身の陸上の藤光謙司選手が世界陸上競技選手権

の男子４×１００メートルリレーで第４走者を務め、見事銅メダルを獲得

されました。また、同じ月、県立大宮東高校出身の奥原希望選手が、世界

バドミントン選手権の女子シングルスで優勝しました。どちらも日本勢と

しては初の快挙でありました。 

         １１月には、浦和レッドダイヤモンズがＡＦＣチャンピオンズリーグ決

勝で１０年ぶり二度目のアジア王者に輝きました。奥原選手、藤光選手、

浦和レッズには、市民の皆様に大きな感動と勇気を与え、スポーツのまち

づくりを進める本市の発展に大きな貢献をしていただいたことをたたえ、

さいたま市長特別賞をお贈りいたしました。 

         平成３０年の今年は明治１５０年の節目に当たる年でもございます。明

治の時代は、ご存じのとおり中央集権による国づくりの時代であり、欧米

諸国を手本に坂の上の雲を目指した時代でありました。それから１世紀半

を経て、私たちは今、地方創生の時代、都市間競争の時代を生きておりま

す。人口減少や異次元とも言われる高齢社会をどう乗り越えていくかは、

世界でも最先端の課題であり、坂の上の雲を目指す時代からモデルなき時

代を迎えております。 
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         こうした中で、それぞれの都市には、独自の経営戦略を持ち、産業や経

済を発展させ、文化や歴史に根差した、その都市ならではの魅力を発信す

ることが求められております。 

         私は、３期目の任期のスタートに当たって、これからの５年、１０年が

最も重要な時期であることを申し上げてまいりました。本市が人口のピー

クを迎えると予想される年まで、あと１０年足らずであります。一昨年に

策定されました「首都圏広域地方計画」でも言及されておりますように、

本市にとってもまさに「運命の１０年」であります。 

         本市では、昨年の末に、これから到来する新しい時代にふさわしい、新

しいさいたま市の実現を目指して、「しあわせ倍増プラン２０１７」、そし

て「さいたま市成長加速化戦略」を策定しました。これらのマスタープラ

ンの着実な遂行を通じて都市の基盤整備や魅力づくりをしっかりと行い、

市民や企業から選ばれる東日本の中枢都市づくり、子どもが輝き、住むこ

とを誇りに思える上質な生活都市づくりなどをさらに前に進めてまいりた

いと考えております。 

         今年は、４月に「子ども家庭総合センター」が待望のオープンを迎えま

す。愛称は、多くのご提案の中から「あいぱれっと」に決定いたしました。

子育て中の親御さんや子どもが気軽に訪れる場所、気軽に相談できる場所

として、多くの方に利用し、頼りにしていただける施設にしていきたいと

思います。 

         また、年度が改まって平成３０年度は東日本連携、東日本の中枢都市づ

くりの点で具体的な進展を期する年でもあります。「大宮駅グランドセント

ラルステーション化構想」の平成３０年度内での策定とあわせまして、東

日本連携の一つのシンボルとなり、東日本の新たな経済圏の創出につなげ

ていく拠点ともなります「（仮称）東日本連携支援センター」の開設を平成

３０年度内に目指してまいります。 

         そして、日本にとっても大きな時代の節目となるであろう２０２０年の

東京オリンピック・パラリンピックまで、今日で残すところ９３０日余り、

パラリンピックまで９６０日余りとなりました。 

         本市では、オリンピックのサッカーとバスケットボールの開催が予定さ

れております。この世界的なスポーツの祭典、そしてそれ以後をしっかり
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見据えて、本市としてもこの１年、東日本連携、東日本の中枢都市づくり

と同時に国際観光都市としての魅力づくりや基盤整備に取り組んでまいり

たいと考えております。 

         そして、オリンピック・パラリンピックイヤーであります２０２０年は

さいたま市にとっては市民満足度９０％以上を目指す「ＣＳ９０運動」の

目標達成の年でもあります。私自身も３期目の任期としては初めての年明

けを迎え、改めて素志貫徹という言葉を胸に刻んでおります。今年も徹底

した現場主義を貫き、市民の皆様、企業や大学、ご関係各位の皆様と一緒

に汗をかき、一緒に感動し、皆様の力をお借りしながらＣＳ９０の達成を

目指してまいりたいと思います。 

         政令指定都市として１５周年、平成の節目ともなる平成３０年のこの

１年間を、皆様とともに、さいたま市にとって実り多い１年にしてまいり

たいと考えております。どうか本年もさいたま市が「市民一人ひとりがし

あわせを実感できる都市」としてさらに前進し、飛躍していくために、皆

様のお力添えをよろしくお願い申し上げます。 

         結びに、新年が皆様にとって幸多い一年となることを心からご祈念を申

し上げまして、私の年頭の挨拶とさせていただきます。今年もどうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

 

 

 

〇 埼玉新聞   ありがとうございました。 

         それでは、幹事社として代表質問をさせていただきます。質問は３つあ

ります。まとめて行いますので、よろしくお願いします。 

         まず１点目、今年１年の展望と抱負、力を入れる政策をお聞かせくださ

い。 

         続いて２点目です。今年の目標を漢字１字で表すとしたらどの文字とな

るか、理由とあわせてお聞かせください。 

         最後の３点目です。年末の１２月１７日、大宮区の風俗店火災がありま

した。その火災に対する受けとめを。あと、火災のあった一帯には、現在

幹事社質問： 

①今年１年の展望と抱負、力を入れる政策について 

②今年の漢字１字について 

③大宮区の風俗店火災について 
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の建築基準法に適合しない建築物が多数あるとのことですが、市の対応を

お願いします。 

〇 市  長   それでは、幹事社からのご質問に順次お答えしていきたいと思います。 

         まず、質問の１番目、今年１年の展望と抱負、力を入れる政策について

お答えしたいと思います。 

         初めに、先ほどの年頭挨拶の中で、本年の市政運営としての幾つかの取

り組みを申し上げましたが、どれ一つとっても重要なものばかりでござい

ます。現在本市の人口が増加基調にございまして、本市はまさに多くの方

から選ばれ、また発展・成長し続けている都市となっております。 

         本市が激しさを増す都市間競争に勝ち残り、持続可能な発展を続けてい

くため、本市の強みを徹底的に生かした施策や事業に力を入れていく展開

をしてまいりたいと考えております。 

         昨年５月の市長選挙で公約しました「しあわせ倍増計画３」と「さいた

ま市新成長戦略」に基づきまして、さいたま市が平成３２年度までに重点

的に取り組む「しあわせ倍増プラン２０１７」と「さいたま市成長加速化

戦略」を先月１２月に策定いたしました。今年は、それらの計画を軸にい

たしまして、「市民一人ひとりがしあわせを実感できる都市」、「市民・企業

から選ばれる都市」を引き続き着実かつスピーディーに実行していく所存

であります。 

         市民の皆様が住みやすいと実感できるまちづくりに当たりましては、福

祉や子育て等の支援の施策の充実を求められているところであります。具

体的には、子育て支援については「子育て楽しいさいたま市」を目指して、

「しあわせ倍増プラン２０１７」に掲げております保育需要の受け皿の確

保など、安心して子どもを生み育てられるまちに向けた施策や事業に引き

続き取り組んでまいります。 

         さらに、本年４月に「子ども家庭総合センター」を開設いたしまして、

子ども、家庭、地域の子育て機能を総合的に支援してまいります。 

         また、「健幸長寿」に向けた取り組みを充実させていきます。健康寿命を

延ばし、市民一人ひとりが「健幸」に暮らしていくことが、超高齢社会を

迎えました今後の本市の活性化に不可欠であると考えております。 

         具体的には、「健康マイレージ」といった「スマートウエルネスさいたま」
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を通じ、楽しみながら体を動かすことや生活習慣への意識を高める取組に

ついて引き続き取り組んでまいりたいと思います。また、高齢者が介護が

必要な状態になっても、住み慣れた地域で安心して生活を営めることがで

きるように、「地域包括ケアシステム」の一層の推進を図り、「健幸長寿社

会」の実現を目指し、引き続き取り組んでまいります。 

         また、もう一つの大きな重要なテーマは東日本の中枢都市に向けた取組

であります。昨年８月に大宮駅周辺地域が都市再生緊急整備地域に指定さ

れまして、民間活力を生かしたまちづくりが展開しやすくなったという状

況がございます。本市の目指す東日本の中枢都市の形成のために、都市機

能の充実やインフラ整備、防災対策の強化等、未来に向けた積極的な投資

を行ってまいります。 

         具体的には、「大宮駅グランドセントラルステーション化構想」の策定、

大宮駅東口大門町２丁目中地区第一種市街地再開発事業などの事業を進め

てまいります。 

         また、４番目としてはＣＳ９０運動のさらなる推進であります。平成

２９年度の市民意識調査では、「住みやすい」と思う割合が８３．４％、「住

み続けたい」と思う割合が８２．９％となりました。今後も「しあわせ倍

増プラン２０１７」など、さまざまな計画を推進するとともに、本市のさ

まざまな強みを生かした施策や事業を進め、市民の皆様がさいたま市は「住

みやすい」、「住み続けたい」と思う割合を増やし、市民の皆様とともに、

この運動を推進していきたいと考えております。 

         続きまして、今年の漢字についてでございます。今年の漢字を「展」と

いう字にいたしました。これは、発展の「展」、展開の「展」、進展の「展」、

展望の「展」でもございます。「展」の意味でもあります「どこまでも伸び

広がる」という思いを込めて、この字を選びました。今後の市政運営の道

筋となります「しあわせ倍増プラン２０１７」、「成長加速化戦略」を実行

に移すスタートの年でもございます。政令市移行１５周年の節目の年であ

るため、引き続き幅広い展望に立って、個々の事業を具体的に展開しなが

ら、スピーディーかつ着実に進めてまいりたいと思います。４月には「子

ども家庭総合センター（あいぱれっと）」が開設する予定であり、「子育て

楽しいさいたま市」として一歩進展をしてまいります。 
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         また、東日本連携・創生フォーラムを一つの契機として、東日本各都市

の連携の芽が出始めてきております。さらにその結びつきを強化していく

ことで、東日本の中枢都市としてさらなる進展を目指してまいります。ま

さに、さいたま市の交流エリアをどこまでも広げていきたいと考えており

ます。 

         私自身、強い推進力を発揮して、市民の皆様とともに、これまで約８年

間で築き上げてきたこの施策を、さらに発展、成長させていきたいと考え

ております。 

         続きまして、大宮の年末の火災についてでございますが、この火災で５人

もの尊い命が失われたこと、さらに多くの方が怪我をされたことは、誠に

残念なことであり、亡くなられた方々には心からご冥福をお祈り申し上げ

たいと思います。今後、このような惨事が発生しないよう、火災発生時、

人命危険の高い施設に対しましては、関係部局が連携して指導の強化を図

り、市民の皆様の安心安全の確保に努めてまいりたいと考えております。 

         建築基準法は、これまで大きな事故や災害を受け、その都度規制が強化

される改正が行われてまいりました。法改正により新たな規定が定められ

た場合、既存の建物への適用を除外する規定がございます。これを総称し

て既存不適格建築物といい、建築基準法では違反建築物と区別をいたして

おります。建物の安全性を考慮すれば、この建物の所有者の方の自助努力

によって現在の建築基準法に適合させることが望ましいと認識しておりま

す。特に不特定多数の方が利用する建物について、今回のような災害を未

然に防止するためにも、防災査察等を通じ、必要な維持管理を指導してい

くとともに、防火避難規定の重要性の周知を図ってまいりたいと考えてお

ります。 

         なお、火災のあった一帯の類似施設については、昨年１２月１９日に特

別査察を実施いたしました。改善すべき事項があった店舗については当日

書面を交付し、是正指示をいたしました。引き続き是正指導を行い、早急

な改善を求めてまいりたいと考えております。 

         以上でございます。 

〇 埼玉新聞   ありがとうございます。 

         それでは、代表質問の説明に関して質問がある社は挙手にてお願いしま
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す。 

         ないようなので、代表質問以外の質問がある方は挙手にてお願いします。 

 

〇 朝日新聞   朝日新聞と申します。 

         ちょっと代表者質問とも関連するかもしれないんですけれども、冒頭の

ご挨拶も含めて、人口増加が非常に順調に続いていて、そういう方たちが

住み続けたいまちを目指したいという話だったかと思うんですけれども、

短期的に見ると非常に人口増加というのはいいことだと思うんですが、長

期的に見ると、やがて高齢になられると社会保障費の増加ということを招

くと思うんですけど、そういうことを勘案した場合、このまま増加基調が

続くことが望ましいと思われるのか、それともある一定程度のところでバ

ランスが必要と思われるのか、そのあたりの市長のお考えを伺いたいと思

います。 

〇 市  長   ただいまのご質問にお答えをしたいと思います。 

         ご指摘のとおり、人口増加については２０２５年、平成３７年をピーク

に減少局面に入ってくるという推計をしております。したがいまして、そ

のときまでに、急激な人口増とか経済成長というのはなかなか見込みにく

い時代の中で、持続可能な成長ができるまちづくりというものを目指して

おります。 

         その中で、今後について言いますと、もう一つ急激な高齢化という大き

な課題もございます。団塊の世代の皆さんも、さいたま市にはたくさん住

んでいただいております。また、もう一つ団塊ジュニア、この層がさいた

ま市はさらに多い、しかもかなり長期にわたっているというところがござ

いますので、私たちとしてはこの二段階で起こってくる急激な高齢化に、

しっかり対応していくことが必要だと思います。そのためには、ある一定

規模、社会増の分（として）、若い世代に住んでいただくということも大変

重要なことであって、高齢化のスピードをできるだけ緩やかなものにして

いきながら、さまざまな対応施策を打っていくことが重要だと思っており

ます。 

         そのためにも、やはりまちづくり、あるいは基盤整備、あるいは経済発

展で歳入を増やすということについて、あるいは人口増も含めて、この７年

その他：人口増加が続いていることについて 
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間の間でその礎となる部分をしっかりと構築をしていくことが、まさに運

命の１０年と言われている１０年間の私たちの大きな役割と思っておりま

す。そういう意味では、この１０年間、もちろん財政のバランスというこ

とも意識しながらではありますけれども、今までより積極的な形でそうい

ったものに取り組んでいきたいと考えております。 

 

〇 埼玉新聞   ほかに質問のある方はいらっしゃいませんか。 

〇 共同通信   共同通信です。 

         幹事社質問に戻ってしまうんですが、年末の風俗店火災の件なんですけ

れども、査察等を実施して指導強化もしていきたいということなんですけ

れども、根本的な問題として、建物が大分あの辺一帯は古くなっていると

いうことで、建てかえには金銭的なハードルもあって難しいというような

経営者の声もあるようなのですけれども、いわゆる指導以外にもう少し踏

み込んだ、市として何か取り組みというのはできないのか、検討されてい

るのかどうかも含めてお答えいただけますか。 

〇 市  長   まず、先ほども少し申し上げましたけれども、防災という観点から、消

防局、建設局が連携して特別査察もしてきましたけれども、こうした防災

に向けた指導については、より一層強化を図っていくことについて、積極

的に行っていきたいと思っております。 

         その中で、建築基準法等の法律の壁もございます。既存不適格という形

で認められている状況でありますので、なかなか強制的な形で指導してい

くことは難しいですが、しかしながらもう一方で、この建物の安全対策の

強化ということについては、今後も積極的に指導あるいは助言等をしてい

きたいと思っております。 

         また、まちづくり全体で申し上げますと、今回の事件によって地域住民

の皆さんも不安な面が多々あろうかと思っております。今後地域との連携

を深めながら、それぞれこの地域の特性に応じた効果的な対策を、今後よ

り一層進めていきたいと考えております。このエリアに限らず、今さいた

ま市としては「（防災）都市づくり計画」を策定しております。特に密集し

ている地域、いわゆる木密と言われる最も危険性の高いエリアは、さいた

ま市の場合はありませんけれども、その次の（災害リスクの高い地域）が

その他：年末の風俗店火災（幹事社質問③）について 
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まだ結構ございますので、そういった地域の皆さんと連携をしながら、そ

の都市づくりについても積極的に進めて、災害が起こりにくいまちづくり

を進めていきたいと考えております。 

〇 共同通信   北銀座の一帯についても、まちづくりの観点からも大宮駅グランドセン

トラルステーション化も含めて、大宮駅東口で再開発が進められる中で今

回こういう火災も起きて、あの一帯もさまざまな経緯があって、あそこに

類似のああいう店舗が並んでいる状況だと思いますけれども、この一帯、

北銀座一帯のいわゆる風俗店についてこのまま温存するというか、そのま

まにしておくべきなのかどうかというような声も出てくるのかなと思うん

ですけれども、その点について今回の火災もありましたので、市長からご

意見いただければと思います。 

〇 市  長   ただいまのご質問にお答えしたいと思います。 

         現時点では、いわゆる北銀座と言われる地域周辺のまちづくりについて

は、まだ具体的な計画はございません。ただ、今後、大宮駅グランドセン

トラルステーション化構想を含めて大宮駅周辺のまちづくりを進めていく

という計画をしておりますけれども、その中で地域の皆様方のご意見など

も踏まえながら、今後検討していきたいと考えております。 

〇 埼玉新聞   ほかに質問のある社はいらっしゃいますか。 

         ないようなので、以上をもちまして記者からの質問を終了させていただ

きます。ありがとうございます。 

〇 進  行   それでは、以上をもちまして市長定例記者会見を終了させていただきま

す。 

         なお、次回の開催は１月１８日１３時３０分からを予定しておりますの

で、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

午前１１時２９分閉会 


